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超伝導量子コンピュータ
～米巨大企業に対抗できる国産量子コンピュータ～
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発明のポイント

発明の概要

従来技術との比較・優位性

想定される用途

超伝導量子ビットを世界で初めて作った中村先生が主導する量子コンピュータで、IBMやGoogleも同じ方式で開
発を競っています．誤り耐性を持たせる実用量子コンピュータには100万量子ビットが必要とされていますが希釈冷
凍機という狭いスペースに納めることと、外部の制御用古典コンピュータとの配線の膨大化が課題になっています。
これらを解決できる有望な発明です。

◎100万量子ビットが必要とされる実用的な超伝導量子コンピュータ

中村先生と希釈冷凍機に格納された
量子コンピュータ．

量子ビット基板の3次元実装方式 マトリクススイッチ回路を用いた省線化

○3次元垂直実装：量子ビットの上下に制御線、読み出し線を設けて実装効率をup!
○並進対称性を利用した省線化：マトリクススイッチ回路で共通な制御信号、読み出し信号を集約


